特別活動におけるいじめのロールプレーと学級づくりについて by 工藤 哲夫
特別活動におけるいじめのロールプレーと学級づく
りについて
著者 工藤 哲夫
雑誌名 こども教育研究
号 1
ページ 23-34
発行年 2016-03-01
URL http://id.nii.ac.jp/1057/00000232/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
23
特別活動におけるいじめのロールプレーと学級づくりについて（工藤）
1　小学校における特別活動と学級活動
小学校における特別活動は平成 20年小学校学習指導要領においても「学級活動」「児童会活動」「ク
ラブ活動」「学校行事」を構成内容としている。特別活動の目標は「望ましい集団活動通して、心身
の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする
自主的、実践的な態度を育てるとともに、自己の生き方についての考えを深め、自己を生かす能力を
養う。」としている。杉田（2009）によると、教育課程の観点から大きくまとめると、小学校におけ
る学習は「教科の学習で学ぶこと」と「生活で学ぶこと」の 2つに大きく分かれ、特別活動は後者の
生活の部分を中心に担うとしている。そしてその中核となるものが「生活づくりについて話し合う活
動」などが行われる学級活動であり、この学級活動を中核として日々の係活動、清掃や当番活動、さ
らには給食の時間、児童会活動、クラブ活動、学校行事など、つまりは教科学習以外のほとんどの時
間が特別活動の教育活動として位置づけられているとしている。
小学校学習指導要領（文部科学省, 2008）における「学級活動」の目標は、「学級活動を通して、望
ましい人間関係を形成し、集団の一員として学級や学校におけるよりよい生活づくりに参画し、諸問
題を解決しようとする自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育てる。」であり、「望ましい人間関係」
を築き、その中で個性を伸長し、集団の一員としてより良い役割をそれぞれが担うことで、望ましい
集団を作っていくことが求められることであろう。
学級活動の指導は、杉田（2009）によると、学級や学校生活を教材とし、社会的な実践力を育てる「集
団決定による話し合いを中核とした自主的な活動」と自己指導能力を育てる「自己決定による話し合
い活動を中核にした自主的な活動」の 2つを効果的に関連させることが基本で、前者は学級の全員が
協力して取り組まなければならない問題であり、後者は学級に共通している内容であり個々人が努力
して解決していくべき問題であるとしている。小学校学習指導要領（文部科学省, 2008）では、学級
活動の内容は、以下の 2つに分けられている。
（1）　学級や学校の生活づくり
ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決
イ　学校内の組織づくりや仕事の分担処理
ウ　学校における多様な集団の生活の向上
（2）　日常の生活や学習上の適用および健康安全
ア　希望や目標をもって生きる態度の形成
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イ　基本的な生活習慣の形成
ウ　望ましい人間関係の形成
エ　清掃などの当番活動等の役割と働くことの意義の理解
オ　心身ともに健康で安全な生活態度の形成
カ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
「（1）学級や学校の生活づくり」で取り上げる問題は学級の全員が協力して取り組まなければなら
ない内容であり、子どもたちが集団決定をした際に、併せて簡単に自己決定もさせるようにし、活動
後にその自己決定に即して自己の生き方についての考えを深められるようにし、「（2）日常の生活や
学習上の適用および健康安全」で取り上げる問題は、学級に共通している内容で、個々人が努力して
解決していくべき内容であり、子供たちに自己決定をさせた際に、併せて子供たちに簡単に集団決定
もさせるようにし、自己決定したことを集団の中で生かす能力を養うようにしたりするという違いが
あるとしている（杉田, 2009）。
筆者としては、「（1）学級や学校の生活づくり」と「（2）日常の生活や学習上の適用および健康安全」
では、はっきり分けられない部分もあり、例えば「清掃などの当番活動等の役割と働くことの意義の
理解」などについては、学級の全員が協力して取り組むべき内容として子供達の集団決定が自己決定
よりも先に来ても場合によっては有効であると考えられる。しかしいずれにしても、社会的な実践力
と自己指導能力をつけるために集団で決定しその上で自己決定する、または、自己決定しその上で集
団で決定することを繰り返すことでより良いクラスづくりが出来ると考える。
2　学級や学校における生活上の諸問題の解決と学級活動
高綱・関本・萩原（2006）によると、基本的生活習慣の形成には、係活動や給食の時間、清掃の時間、
学級会などの特別活動の時間が取り組みやすい時間とされ、与えられた役割をどのように工夫してこ
なしていくかまたそのために必要な人間関係や計画性など子供たちに身につけさせたい能力を十分に
養うことができ、また基本的生活習慣の形成のための活動を行う時に、最近、学校教育に導入され始
めている構成的グループ・エンカウンターやアサーション・トレーニングやストレス・マネジメント
など学級の実態に合わせて積極的に取り入れていくべきであり、子供たちを取り巻く社会が人間関係
の希薄な社会であるのであれば、学校がそうした場を設け、体験的に人間関係づくりを学ばせる、そ
こで学んだことをさらに日々の学校での活動や家庭での活動に活かしていくことも必要であろうとし
ている。
特に、最近では自分に自信が持てず傷つきやすい子供たちが多いところから問題が発生しているこ
とも多く、予防的視点から子供たちにストレスとどう付き合うかを学ばせるストレス・マネジメント
教育を小学校段階の学級づくりの取り組みとすることに意義があるとしている（高綱他, 2006）。
学級活動において構成的グループ・エンカウンターやアサーション・トレーニングやストレス・マ
ネジメントなど学校体制で取り入れていく必要があり、また様々な取り組みも様々な方法で公開され
ている。
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3　学校における児童生徒の問題行動と学級活動
吉田（2006）によると、最近の学校における児童生徒の問題行動の特徴をあげると、暴力行為、いじめ、
不登校、高校中途退学などをあげることができるとしている。
暴力行為は、対教師暴力と生徒間暴力と器物破損に大別され、対教師暴力は児童生徒と教師との間
に存在しなくてはならない教育の場の基本となる秩序、教師の権威、教師と児童生徒との信頼関係等
を根底から崩壊させる行為であり、ひいては社会秩序も否定するものであるとしている。生徒間暴力
は児童生徒同士の暴力行為で、個人と個人によるものから、小集団によるもの、中・大集団によるもの、
学校間にまたがるものまで、様々な規模のものがあるとしている。器物破損は児童生徒による学校の
施設・設備等を破損する暴力行為であり、そこに至る段階を見ると、施設・設備の使い方が粗雑になる、
後片付けをしないで放りっぱなしにする、上履きのまま校舎の外に出たり、そのまま校舎に入ったり
する、紙くずなどが教室や廊下に散乱するといった段階からやがて落書き、窓ガラス・ドア・天井板・
タイル・水道の蛇口などが壊されたりする段階になり、この器物破損はあらゆる校内暴力の前触れで
あると理解することができるとしている。ここでは器物破損が暴力行為を未然に防ぐことのできるサ
インであるとしているが、器物破損を学級のみならず学校体制で防ぎ対処することで、暴力行為のみ
ならずそれ以外の問題も大きくなる前に解決していくという可能性もある。
いじめの特徴として、吉田（2006）は次の 6項目をあげている。
① 自分より弱いもの、劣っているもの、あるいは不快感を与えるものに対する集団または個人的な
攻撃的行動である。
②精神的、身体的、物理的に苦痛を与えたり傷つけたり害を与えたりする行為である。
③主として、学校・学級などで、ほぼ同年齢層の幼児・児童生徒の間で行われる場合が多い。
④ 集団に同化しない者、できない者、違和感や実質性を持つ者の差別、憎悪、無関心、拒否、排除
などの行動態度である。
⑤陰湿性、継続性、閉鎖性を伴っていることが多い。
⑥被害者の苦痛の認知と加害者の認知とにズレがある場合が多い。
いじめにおいて、最も重要なことは「⑥被害者の苦痛の認知と加害者の認知とにズレがある場合が
多い。」ということであるが、いじめの加害者が自分はそんなに相手を追い込んでいないと思っても、
いじめられている被害者は、想像以上にダメージを受けることが多い。学級づくりにおいて十分に配
慮しなければいけないが、このことに関しては次の章で詳しく述べることにする。
不登校に関して吉田（2006）は、一般的に朝は不安定で起きられない、起きても頭痛、腹痛、吐き
気、発熱などの病的な身体症状を訴え、登校刺激を与えると、トイレに入って出てこない、布団にし
がみつく、わめく、物を破壊する、暴力を働くなどの行動が見られ、午後になると落ち着き元気になり、
夜は安定していて、 「明日は学校に行く」というが、翌日になるとまた同じことを繰り返すが、不登校
は幼稚園児から大学生まで存在し、その症状やタイプも年齢差や個人差があるので、一律に論ずる事
は必ずしも適当ではないとしている。教員が不登校の生徒の家に夜家庭訪問に行って、明日は絶対に
来るという約束を取り付けることは簡単にできるが、朝になると起きることができずに学校に来られ
なくなるという事は大変よくあることである。朝というよりは、好まないことの直前になると行動で
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きないということが多いであろうと思われる。教員は学級運営にあたっては、「昼間や夜元気にテレ
ビを見ている子が学校に来られないのはサボっているだけだ」という声が子供たちのみならず親から
出て、不登校の子がさらに学校から遠ざかるということが起きないように十分配慮すべきである。
高校中退の底流として、吉田（2006）は次のような事項があるとしている。
① 基本的には将来に対する目的意識を欠いていて、高校生としてのあるべき姿の自覚が乏しい。
② 平成 19年度の高校進学率が 97．7％と言う高校全入に近い今日的な状況において、学習能力が低
くて高校の教育課程（教育内容）も理解できない生徒がおり、また、学習意欲を欠く子が少なく
ない状況にある。
③ 中学校の進路指導が高校間格差を考慮して、いわゆる受験学力による進路決定に傾斜していて、
高校入試合格だけを目指した生徒不在の進学指導（受験指導）が行われていて、能力・適性、興味・
関心、希望進路などを総合的に考慮した「在り方生き方」の進路指導が十分でない。
④ 不本意入学が多く、生徒は自己理解に基づき自らの責任と自覚による進路決定をすることができ
ず、主体的選択力の育成が図られていない。
「中学校の進路指導が高校間格差を考慮して、いわゆる受験学力による進路決定に傾斜」し、「不本
意入学が多い」とのことであるが、制度上の問題で大変難しいこともあるが、それぞれの進学した学
校で居場所のある学級づくり、自分が良い方向に少しでも成長するという実感を得ることのできる学
校・学級づくりを行う必要がある。
4　文部科学省のいじめの定義とその特徴
いじめに関しては、文部科学省（2013a）はいじめが収束しないことを懸念し、次のようにいじめを
定義している。
　（定義）
　 第 2条　この法律において「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍
している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与え
る行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児
童等が心身の苦痛を感じているものをいう。
　 2　この法律において「学校」とは、学校教育法（昭和 22年法律第 26号）第 1条に規定する小学校、
中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校（幼稚部を除く。）をいう。
　 3　この法律において「児童等」とは、学校に在籍する児童又は生徒をいう。
　 4　この法律において「保護者」とは、親権を行う者（親権を行う者のないときは、未成年後見人）
をいう。
さらに、具体的ないじめの態様は、以下のようなものがあるとしている（文部科学省, 2013b）。
　•冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる
　•仲間はずれ、集団による無視をされる
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　•軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする
　•ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする
　•金品をたかられる
　•金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする
　•嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする
　•パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる 等
文部科学省のいじめの定義は、いじめられた児童が苦痛を感じた時に、いじめが成立するとしてい
るのが最も大きな特徴であるといえる。これは吉田（2006）のあげたいじめの 6つの特徴の「⑥被害
者の苦痛の認知と加害者の認知とにズレがある場合が多い。」に深く関係している。加害者の想像す
る被害者が感じる苦痛の認知と、被害者が実際に感じる苦痛の認知は明らかに違っており、被害者が
感じる苦痛の認知を重視するのは当然である。では被害者の苦痛の認知と加害者の認知とのズレとは
具体的にどのぐらいのものだろうか。このズレを具体的に学級内の共通認識として知っておくという
ことは望ましい人間関係を目指す学級づくりに大変役立つことである。
5　いじめのロールプレーの実践
筆者は、大学の「特別活動の指導法」と「生徒指導・進路指導」の科目において、いじめのロールプレー
を実施している。「特別活動の指導法」は主に 2年次生が、「生徒指導・進路指導」は 1年後の 3年次
生がとることが多く、筆者の授業で 2回いじめのロールプレーを経験する学生も多い。「特別活動の
指導法」では学級づくりのロールプレー、「生徒指導・進路指導」ではいじめの構造を知るためのロー
ルプレーを念頭においているが、1年の時を隔てて 2回経験することによって、将来小学校の先生に
なった時など役立ててほしいということもある。
いじめのロールプレーはそのシナリオが 3種類あり、その 3種類のシナリオのうち 2種類を 1コマ
の授業の中で行い、授業の最後にすべてのグループが前に出て発表するということになる。今回紹介
するのはその中で、筆者が作ったロールプレーで、いくつかの問題提起行っていきたい。
（1）小説の中のいじめ
ここでは、宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』の冒頭の一部を使っている。主人公のジョバンニが、母親
のための牛乳が配達されていないことに気づき、牛乳を取りに街に行った時に、ちょうど星祭りの夜
で、いつもジョバンニをからかっているザネリの集団に出くわし、いつものようにザネリたちにから
かわれる部分である。ザネリの集団の中には、ジョバンニのお父さんと親友のお父さんの子供である
カムパネルラがおり、カムパネルラはジョバンニに対して同情的な設定になっている。この場面の後
で、ザネリたちは烏瓜を川に流しに行き、ザネリが川に溺れ、カムパネルラが川に入りザネリを助け、
そのままカムパネルラが川に溺れてしまい、びしょ濡れの姿で銀河鉄道の列車に乗り、ジョバンニは
丘の上の天気輪の傍らでうたた寝をしてしまい、特別な切符を持って銀河鉄道の列車に乗り、二人の
銀河鉄道の旅が始まることになる。
ここでのいじめの特徴は、いじめの当事者以外が見ると予想もできないような言葉が冷やかしやか
らかいに使われ、それがいじめになっているということである。『銀河鉄道の夜』の冒頭部分では、
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ザネリたちは、ジョバンニが以前仕事で長い船旅にでている父親からラッコの上着をもらえること自
慢したことを逆手に取って、ジョバンニに対して「ラッコの上着が来るよ。」とはやし立てからかう
のである。
ここでのロールプレーは、【セリフを考える】【役割演技をする】【気持ちをふり返る】の 3段階を
考えた。【セリフを考える】では、セリフを付け足し、登場人物の役割を考えることでいじめの構造
をより理解すること意図した。【役割演技をする】では、グループ全員がすべての役割を演じること
にした。例えば 5人グループの場合、5回役割演技を行い、全員がジョバンニ役とザネリ役を演じる
ことで、いじめる役といじめられる役を体験すること意図した。【気持ちをふり返る】では、いじめ
る役といじめられる役で感じた気持ちを整理し、実際にどんな気持ちになったのか客観的に考える場
面を作ることを意図した。以下に授業で使ったワークシートを示す。
 
【Lesson3】 小説の中のいじめ
「『銀河鉄道の夜』から」
【セリフを考える】【役割演技をする】【気持ちをふり返る】
　（ジョバンニは以前、長い間船に乗る仕事で一緒に住んでいない父親から、ラッコの上着をもら
えることを自慢し、ザネリたちはそれをからかっていました。カムパネルラのお父さんとジョバン
ニのお父さんは親友なので、カムパネルラはザネリと行動していますが、ジョバンニには同情的で
す。この日は、星祭りの日です。）
　十字になった町のかどを、まがろうとしましたら、向うの橋へ行く方の雑貨店の前で、黒い影や
ぼんやり白いシャツが入り乱れて、六七人の生徒らが、口笛を吹いたり笑ったりして、めいめい烏
瓜（からすうり）の燈火（あかり）を持ってやって来るのを見ました。その笑い声も口笛も、みん
な聞きおぼえのあるものでした。ジョバンニの同級の子供らだったのです。ジョバンニは思わずど
きっとして戻ろうとしましたが、思い直して、一そう勢よくそっちへ歩いて行きました。
ジョバンニ　：　「ザネリ、烏瓜ながしに行くの？」
ザネリ　　　：　「ジョバンニ、お父さんから、ラッコの上着が来るよ。」
ジョバンニ　：　「何だい。ザネリ。」
ザネリ　　　：　「ジョバンニ、ラッコの上着が来るよ。」
みんな　　　：　「ジョバンニ、ラッコの上着が来るよ。」
　　　　　　　　「ジョバンニ、ラッコの上着が来るよ。」
ジョバンニ　：　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
ザネリ　　　：　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
みんな　　　：　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
カムパネルラの思い：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　　　　　　　役　　　　　ザネリ：　　　　　　　　　役
みんな　　：　　　　　　　　役　　カムパネルラ：　　　　　　　　　役
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（役割演技をしてみて、ジョバンニになった気持ちを書きましょう。）
（ジョバンニの気持ちを考えて、どんな言葉をかけてあげたいか書きましょう。）
（役割演技をしてみて、分かったことを書きましょう。）
（2）いじめのロールプレーの実際
ここでは、今まで行ってきた「【Lesson3】小説の中のいじめ　『銀河鉄道の夜』から」代表的なも
のを紹介しつつ、いじめのロールプレイの実際を見ていきたい。主に平成 27年の実践をもとにして
いる。
①【セリフを考える】
セリフのタイプはいじめる側から考えると「仲間はずれにしようとするタイプ（第 1グループ）」、「は
やし立てるタイプ（第 2・第 6・第 7グループ）」、「因縁をつけるタイプ（第 3・第 4・第 5グループ）」
に大別することができる。
（第 1グループ）
ジョバンニ　：　「　本当に来るもん。来ても見せてあげないから。　　」
ザネリ　　　：　「　そんな興味ないし。　　　　　　　　　　　　　　」
みんな　　　：　「　そうだ、そうだ。興味ないし。　　　　　　　　　」
カムパネルラの思い：　（　気になるけどな。　　　　　　　　　　　　）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　仲間外れにされる　役　　　　　ザネリ：　　仲間外れにする　役
みんな　　：　　　同調　　役　　カムパネルラ：　　　傍観　　役
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（第 2グループ）
ジョバンニ　：　「　何なんだよ。やめてよ。　　　　　　　　　　　　」
ザネリ　　　：　「　何なんだよ。やめてよ。　　　　　　　　　　　　」
みんな　　　：　「　何なんだよ。やめてよ。何なんだよ。やめてよ。　」
カムパネルラの思い：　（　どうしたらいいのだろう。　　　　　　　　）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　仲間外れにされる　役　　　　　ザネリ：　　仲間外れにする　役
みんな　　：　　　同調　　役　　カムパネルラ：　　　傍観する　　役
（第 3グループ）
ジョバンニ　：　「　バカにしないでくれよ、ザネリ。　　　　　　　　」
ザネリ　　　：　「　ジョバンニ、ラッコ以外に何の上着を持っているんだい？」
みんな　　　：　「　アザラシかペンギンかシロクマか、さぁどれだ。　　　　」
カムパネルラの思い：　（　ラッコだけなんだよ…うるさい！　　　　　　　　）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　仲間外れにされる　役　　　　　ザネリ：　　仲間外れにする　役
みんな　　：　　　同調する　　役　　カムパネルラ：　　　傍観する（守る）　役
（第 4グループ）
ジョバンニ　：　「　やめてくれー。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
ザネリ　　　：　「　お前自慢してたやんか。 　　　　　　　　　　　　　　」
みんな　　　：　「　ラッコの上着、ラッコの上着。　　　　　　　　　　　」
カムパネルラの思い：　（　助けたいけど、ぼくもいじめられるかも…　　　）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　仲間外れにされる　役　　　　　ザネリ：　　仲間外れにする　役
みんな　　：　　　同調する　　役　　カムパネルラ：　　　傍観する　役
（第 5グループ）
ジョバンニ　：　「　なんでそんなこと言うん。　　　　　　　　　　　　　」
ザネリ　　　：　「　お前いちいちムカつくねん。 　　　　　　　　　　　」
みんな　　　：　「　そーだ。そーだ。調子に乗ってんじゃねーぞ。　　　　」
カムパネルラの思い：　（　助けてあげたいけど、仲間外れにされたくないな…　　　）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　仲間外れにされる　役　　　　　ザネリ：　　仲間外れにする　役
みんな　　：　　　同調する　　役　　カムパネルラ：　　　傍観する　役
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（第 6グループ）
ジョバンニ　：　「　なんだよ、みんなして。　　　　　　　　　　　　　　」
ザネリ　　　：　「　ラッコの上着は来ないのかい？　　　　　　　　　　　」
みんな　　　：　「　ラッコの上着は来ないのかい？　　　　　　　　　　　」
カムパネルラの思い：　（　助けたいけど、助けられない、頑張れジョバンニ。）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　仲間外れにされる　役　　　　　ザネリ：　　仲間外れにする　役
みんな　　：　　　同調する　　役　　カムパネルラ：　　　傍観する（中立）　役
（第 7グループ）
ジョバンニ　：　「　うるせぇ！お前らには関係ねえ。　　　　　　　　　　」
ザネリ　　　：　「　ラッコ、ラッコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
みんな　　　：　「　ラッコ、ラッコ（手拍子をしながら）　　　　　　　　」
カムパネルラの思い：　（　ごめんよ…ジョバンニ。）
【役の紹介】（どんな役割？）
ジョバンニ：　　仲間外れにされる　役　　　　　ザネリ：　　仲間外れにする　役
みんな　　：　　　同調する　　役　　カムパネルラ：　　傍観せざるを得ない　役
②【役割演技をする】
（役割演技をしてみて、ジョバンニになった気持ちを書きましょう。）の欄に書かれているものから
検討する。
「仲間はずれにしようとするタイプ（第 1グループ）」は、ジョバンニが会話を成立させようとして
もまともに相手をしてもらえず、役割演技者はそこに嫌な感じを覚えている。
「はやし立てるタイプ（第 2・第 6・第 7グループ）」は、相手をはやし立てるだけで全く会話が成立せず、
一方的に自分のことや父親のことを否定され馬鹿にされることを役割演技を通じて感じている。
「因縁をつけるタイプ（第 3・第 4・第 5グループ）」は、因縁を付けるということで会話が成立し
ているので、いじめている中身が理解でき、いじめられる側は反発して頑張ろうという気持ちも少し
は出てきているようである。
「仲間はずれにしようとするタイプ（第 1グループ）」から代表的なもの
（役割演技をしてみて、ジョバンニになった気持ちを書きましょう。）
・ウザイし、しつこいと思った。
・みんなにからかわれていて、話を聞いてもらえないし、悲しい感じ。
・むかつく。ザネリのしょうもないからかいに付き合うのしんどい。
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「はやし立てるタイプ（第 2・第 6・第 7グループ）」から代表的なもの
（役割演技をしてみて、ジョバンニになった気持ちを書きましょう。）
・ ひとりも自分の話を聞いてくれる人がいなくて会話すらまともに出来なくて自分のことを否定さ
れている気持ちになると思う。カムパネルラに助けてもらいたいと思うのではないか。
・ ザネリが言ったことをみんなが復唱して言ってくるので、うっとうしさがました。ザネリにはあ
まり何も言い返せないので嫌な気持ちになる。
・長らく会えなかった父親からのプレゼントを馬鹿にされてけなされて嫌な気持ち。
「因縁をつけるタイプ（第 3・第 4・第 5グループ）」から代表的なもの
（役割演技をしてみて、ジョバンニになった気持ちを書きましょう。）
・ 馬鹿にすんな！みんなでせっかく父からもらった上着を笑いものにするな。僕にとっては大切な
宝物なんだ。
・ 自分がからかわれているのでイライラし、ザネリたちをうっとうしいと思いつつ、仲間外れにさ
れないぞと思っている。
・なんでそこまで言われるんやろ。ザネリに聞いただけやのに。
③【気持ちをふり返る】
（役割演技をしてみて、分かったことを書きましょう。）の欄に書かれているものから検討する。
「仲間はずれにしようとするタイプ（第 1グループ）」は、いじめる側についても言及しており、い
じめる側はいじめをより加速させてしまい、同調する人間も簡単に同調してしまう危険性を感じてい
る。
「はやし立てるタイプ（第 2・第 6・第 7グループ）」は、単純な言葉をただ楽しんでやっているだ
けでもいじめになり、また同調する人がいるためにさらにいじめが加速する現象を感じている。
「因縁をつけるタイプ（第 3・第 4・第 5グループ）」は、つまらない嫉妬からいじめが生まれ、何
も考えずにみんなで攻める楽しさがあることを感じている。
「仲間はずれにしようとするタイプ（第 1グループ）」から代表的なもの
（役割演技をしてみて、分かったことを書きましょう。）
・周りが盛り上げると、いじめるほうは調子乗ってしまうなと思う。
・人を批判して、同調するのは簡単だなぁと思いました。
「はやし立てるタイプ（第 2・第 6・第 7グループ）」から代表的なもの
（役割演技をしてみて、分かったことを書きましょう。）
・ 助けたいけど、いじめられているという恐怖から助けられない友人の苦しさや、助けて欲しいけ
ど助けてくれない唯一の友人を遠くから見ることしかできない孤独さをわかった。
・単純な言葉でも、自分にとって大切な事をからかわれるのは、ひどく不愉快だと感じる。
・同調する人がいるから、いじめが加速するのではと思った。
・ やっているほうはただ楽しんでいるだけだと思います。仕方なくいじめている側に付いている人
もいる。
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「因縁をつけるタイプ（第 3・第 4・第 5グループ）」から代表的なもの
（役割演技をしてみて、分かったことを書きましょう。）
・みんなで責めるのは楽しかった。自分たちの楽しい気持ちを優先させてしまう。
・ 自慢が周りからの嫉妬を生み、いじめに発展していったことから、些細なことからいじめは起こっ
てしまうということがわかった。
・同調する役はあまり何も考えずにいじめているのだとわかりました。
（3）いじめのロールプレーの意義
学生たちには、想像をふくらませなければわかりにくいいじめの場面であったが、いじめのロール
プレーによって、いじめられる側の辛さといじめる側の調子に乗ってしまう気持ちをあらためて感じ
ている。また、いじめられる側、いじめる側、同調する側、傍観する側などのいじめの構造について
も考える時間が持てた。吉田（2006）の指摘する「被害者の苦痛の認知と加害者の認知とにズレがあ
る場合が多い。」を実感する場面をいじめのロールプレーを行うことで、設定することができた。また、
高綱他（2006）の指摘する学級活動においてのストレス・マネジメントの導入にもつながるもので、
子供たちは、いじめる側の気持ちといじめられる側の気持ちの違いについて実感し、いじめの構造を
考える学習を行っても、時が経てば忘れてしまうので、予防注射のように時に応じて、いじめのロー
ルプレーを活用し、いじめの疑似体験を行う事は意義のあることであると考えられる。もちろんクラ
スの実態に応じて、すでにいじめの起こっているクラスでは十分な配慮を行いながら、しかし、いじ
めのロールプレーを実施する意義も考えられる。
5　いじめのロールプレーと学級づくり
学習指導要領が示すように、学級活動における担任教師の仕事は十分な配慮を持って行うべきこと
ばかりである。「ア　学級や学校における生活上の諸問題の解決」、「イ　学校内の組織づくりや仕事
の分担処理」、「ウ　学校における多様な集団の生活の向上」など、担任教師がクラスの子供たち全員
の特性を把握していなければ十分にできないことばかりである。特に、「イ　学校内の組織づくりや
仕事の分担処理」が学級開き当初の重要な仕事であるが、子供たちの要求や特性を十分に踏まえるこ
とができない場合、子供たちの不満が残る事は当然である。子供たちがそれぞれ、学級に自分の居場
所に見いだすことができるように、子供たちが与えられた役割を満足感を持って果たすことができる
ため細心の配慮が教師には必要である。そのためには教師は自分自身がモデルになって実行し、また、
いくつかのモデルを示して子供たちに考えさせるということが必要になってくる。
そして、あらかじめモデルを示し、問題点などを考えさせる手だてとして様々なロールプレーは有
効であると考える。今回、示したいじめのロールプレーは、実際の学校現場では難しいと考えるとこ
ろもあると思われるが、いじめの定義である「当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じて
いるものをいう。」ことに関して、いじめられることの模擬体験を通して実感できると考えている。
そして、「被害者の苦痛の認知と加害者の認知」のズレや、いじめの構造を冷静に認識することで、
いじめが人間として本当につまらないものであるということを子供たちが実感できるのではないかと
考えている。
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＊ここで使用した『銀河鉄道の夜』は『新修宮沢賢治全集　第 12巻』（1980.1　筑摩書房）所収のものを改変している。
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